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	1. 全体概要
（※最後に記入してください）


1 「政策を実施する地域」
京都市内
　人の流れが多くかつ管轄の公園が多くあるため。イベントなども多く多数の利用が見込めるため。

2 「政策タイトル～サブタイトル～」
『命どぅ宝～限りある地球の命を大切に～』
　沖縄の方言に『命どぅ宝（ぬちどぅたから）』がある。老若男女問わずみんなが知っている言葉で『命は宝』という意味である。これは人間の命だけでなく、動物・自然・地球・さまざまな命にあてはめることができる。
今回、ANDASのテーマである自然環境について政策立案をしていく中で、私たちはどんな命にも限りがあり誰にもその命を無駄遣いする権利はなく、全ての人で守っていかなければならないという想いを抱いた。そしてそれが環境にとってもよいことだと気づいた。そのため、そのような考えを含んだ政策を作成しようと思い、『命どぅ宝』という名前を付けた。
3 「政策提言」
政策案コンセプト

『リユース食器普及による行政,市民,事業者共働のゴミ削減事業』の提案。
各事業や市民に対する政策はあるが共に働きかける政策は少ない。そこで、リユースというツールを通して、行政市民事業者が三位一体となって取り組めるゴミ削減の事業を考えた。また、この政策を通してリユースが日常生活に浸透し定着する事、市民自らリユースをはじめとした環境に対する行動を起こしてもらうようになることを目標とする。

4 「施策説明」
大まかに4つの施策が必要である。

・車（洗浄車）の作成

使用済の食器を洗浄するのはもちろんの事、その存在そのものにインパクトがあるため一つの宣伝材料としても利用する事ができる。

・食器の製作

　プラスチック製の再利用可能な食器を製作する。また市が主体になる事で大量の食器を準備することが可能となる。これにより、NPOでは予算の関係上不可能だった問題をカバーできる。

・洗浄機の用意

　洗浄車の食器洗浄機のみでは不十分な為、別の洗浄機も準備する。洗浄機も貸す事により利用団体の手洗いの負担を軽減し、リユース食器の使用が容易になる。
・宣伝

　市のHP及び広告やポスターで宣伝を行う。加えて、利用を期待できる団体に職員が直接電話等での営業活動を行う。

以上の四点において施策が必要だと考える。

5 「事業説明」
移動型洗浄車を用いて、リユース食器を貸し出し、使用の拡大・普及に取り組む。
・京都市が管理する地域でのイベントに対してのアプローチ

・京都市内で行われるイベントに対しての営業、アプローチ
この二点について事業を行っていく事を計画している。
	２.問題分析・現状分析


〈問題意識〉
今日世界的にも環境問題が大きく取り上げられていて、全世界でも多くの人が環境に対して関心・問題意識を持つ。環境問題と大きく枠組みはされているものの、その種類は多種多様である。その環境問題を詳しく調べていくにあたって、私たちは一つの問題により大きな意識を持つようになった。その問題はゴミ問題である。
ゴミ問題は以前から言われ続けてきたことでもあり、この問題からも様々な問題が起こる。悪臭問題や汚染、焼却することによる環境負荷、リサイクルをしないことによる資源の搾取などである。このような問題は人間が物を消費している限り発生し続けるものであり、単純なシステムだけでは解決することが難しく、さらに地道な運動と人々のより強い問題意識が伴って初めて解決されるものである。だからこそ、このゴミ問題という環境問題の一つに対して私たちはより大きな問題意識を抱き、取り組もうと考えた。
〈地域紹介〉

私たちが選んだ地域は京都市である。京都府の中で京都市という地域は伝統的な地域であり、有名な寺社があることで、とても観光資源が豊富な地域である。そのため寺社に関係した伝統行事やイベントが多く、他府県からも多くの観光客が訪れる。
そして環境という面でも行政をはじめとして意識が高いと思われる。具体的にその理由をあげると、京都市内を流れる川に対しての鴨川条例や、分別ごみ袋の施行や、国際的な会議である京都議定書の議決の開催地ということなどがあるためである。
また人の活動も盛んな町でもあると考えられる。京都市内には繁華街があるため、その地域に住む人たちも盛んであるだけでなく、市内には多くの大学があり、学生たちが様々な活動をしている。
そのような伝統や人、世界的な視点を持った場所である地域であるが、しかしながら、町の規模に対して道路が狭いといったことや、放置自転車、ごみ問題など、まだまだ抱える問題が多い地域でもあるのが京都である。
〈問題分析〉
私たちが設定した課題として、『京都市内のゴミ問題』ということをあげた。しかし、ゴミ問題と言っても様々な原因やそこから導かれる問題が多々あると考え、ごみ問題の何が原因なのかということを、特性要因図を用いてより詳しく分析した。
まず、ゴミが多く発生しているという問題に対して、いくつかの原因があり、その中で特に注目した二つの原因を挙げる。一つ目が「大量生産・消費が行われている」、二つ目が「リサイクルができていない」ということだ。

一つ目、図１の「大量生産・消費」について、その中で私たちが注目した原因は、「再利用不可の資源を使っている」ということである。つまり紙コップや、割り箸をはじめとした、二度使うことができない資源を使うことで、ゴミが多く発生し続けていると考えた。
次に二つ目、図２の「リサイクルができていないこと」について分析を行ったところ、特に露店で営業を行っている食品系の店から出るゴミがリサイクルされていないということうを導き出した。そしてその露店が多く出ている場所というのが夏のフェスタや、お花見なども含めた公園での行事、イベントといったところである。
ここで実際どれほどのゴミが各イベントで生じているのかということを、具体例を用いて示したい。例として、競馬場での競馬の大会がある。JRAが抱えるところであるが、五月二日に行われた天皇賞での一部のゴミの量を調査した。このゴミは自動販売機から出たゴミの量であるが、そのゴミとして、紙コップ8,831個、紙パック5,254個という数字がある。この点に関して各イベントにおいていかにゴミが多量に発生しているかということがわかるはずである。
この二点から問題を新たに再定義した。私たちが抱える問題は「イベントなどの露店営業においてゴミ資源が多く発生している。」ということになった。
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図１.ゴミ問題の特性要因図
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図２

〈設定した地域が行っている政策・施策〉
イベントから発生するゴミ問題を新たに課題として立てたが、参考・調査のため京都市が行っているゴミ問題全体に対して政策、事業を調べ出した。以下にある政策体系図、図３が京都市の事務事業を表す。京都市において、ゴミ問題に対しての政策は三つに分けることができる。
一つ目は業者向けの政策である。具体的には「事業系ゴミ減量、リサイクル促進普及啓発」、「廃棄物排出事業者指導業務」、「京都市産業廃棄物処理指導計画推進」、「建設リサイクル法に関する事務」がある。
二つ目に市民・個人向けの政策がある。具体的には「環境施設見学会「ゴミ減量ECOバスツアー」」、「３R共汗サポーター制度」、「京(みやこ)の環境みらい創生事業」、「環境体験学習プログラム事業」、「ゴミ減量・リサイクル推進店｢めぐるんくんの店｣推奨」、「コミュニティ回収」、「総合環境情報誌｢京のゴミ減量事典｣」、「リユースビン(リターナルびん)等の拠点回収」、「不用品リサイクル情報案内システム運用」がある。この事業は一般市民に対して行われ、ゴミに対しての意識を変えようとしていくための事業だと考えられる。
三つ目に調査についてである。具体的には「ゴミ質調査」が行われている。
以上三点に分けて京都市が事業を行っている。
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図３.京都市のゴミに対する政策体系図
〈理想掲示〉
私たちが描いている理想像は京都におけるゴミを無くすということだ。その理想状況にいかに近づくかということを、政策を用いて実現しようと考えている。
今日、環境問題は世間的にも関心のある題材である。そのなかでゴミ・廃棄問題は、はるか昔から言われてきた。そして現在では技術や、思想が発達してきたこともあり、個人や市民団体レベルで活発に行われだしている地域もある。
しかしながらすべての人たちがそういった意識を持って行動しているというわけではない。だからこそ、そのような状況の時に“公”の力を使い、できる限り多くの人を巻き込んだ活動をしなくてはいけないのではないのか。つまり、私たちのより理想的な社会として、市など公共の機関が民間・個人の人たちと共に、もしくは公共が人々に先立って行動し、その行動によって社会全体を巻き込むことで最終的に市民が自ら行動を起こし、今あるゴミ・廃棄問題をなくしていくことだと考えている。
〈問題解決のために必要なこと〉
現在実施されている政策において、事業対象や個人対象の政策は存在する。例えば事業対象には「事業系ゴミ減量リサイクル促進普及啓発」が存在し、個人対象の政策としては「リユースビン（リターナルびん）等の回収拠点」がある。どちらも対象は異なるが再利用を目的とした政策となっている。
これらを見てもわかるように現在の京都市の環境問題に対する取り組み方は、各々の事業や個人に向けて行うものばかりだ。確かに各主体がそれぞれの問題点に目を向け解決してゆく事も重要である。しかし、その二つをつなぐ政策はなかなか見当たらない。地球規模の問題であるからこそ、より多くの人々が同じ目的に向かって取り組める政策が環境政策においてもっとも大切なのではないだろうか。
そこで環境問題に取り組むにあたって、業者と利用者および行政が三位一体になって取り組める政策を作る必要性があると考えた。その事を踏まえて、私たちは以下の政策を提案する。
	３.解決策


〈政策のターゲット〉
私たちの政策のターゲットは二つに分かれる。
1 行事イベントの主催者、②露店商を考えている。

一つ目の行事イベントの主催者とはそのイベントを統括する人たちであり、行政が直接的に政策を与えるターゲットである。

二つ目の露店商とは、行政が直接促すターゲットでなく、主催者側からの促進が期待されるターゲットである。
この二つのターゲットの関係性としては、主催者側から露店商の方々にリユース食器の使用を促すことで成り立つと考えている。
〈政策の目的〉
　イベント・お祭りなどで営業されている露店から出るゴミの量の減量を目的とする。また、民間に対して、リユースを通じての環境問題への意識の向上とリユースシステムのノウハウの伝達・波及も目的である。そして最終的には、自らリユース食器を使用し、広めてもらうようにする。
〈政策案〉
私たちが提案する政策は『命どぅ宝～限りある地球の命を大切に～』である。
まず政策案と政策名のつながりを述べたいと思う。私たちの政策案はリユース食器を使用するということである。リユースを用いることで紙皿などが使用されなくなり、ごみの量が減少し、今までごみとなっていた無駄な資源がなくなる。つまりそういった自然から作られた紙コップなどのごみの量を、リユース食器を用いて減らすことで、使用されていた資源を減らすこともでき、命どぅ宝で掲げた、“命を無駄遣いすべきでない”ということを守ることに一歩近づけると考えた。そのため私たちはこの政策名をつけた。
　
では次に具体的な政策について説明していきたいと思う。まず、政策を実施する主体は京都市である。この政策の目的はリユース食器を京都市内で広め、人が多く集まるイベントや露店での営業から出る再生不可資源の減少と市民の自発的なリユース食器の使用の補助、また環境に対しての意識の向上を目的とする。

　　



私たちの政策案には大まかな政策の流れが二つある。
一つ目の流れが京都市の管理する地域で行われているイベントに対してのリユース食器の促進、リユース食器を使用させるというものだ。
なぜわざわざ京都市が管理する地域にのみ直接促進させていくかというと、リユース食器を使わせるということを市民に広めていくために、まずは京都市が身近に取り組める地域からリユース食器の拡大をしていかなければならないためである。
この点に関しては、現在取り組みを行っているNPOと違い京都市だからこそ、最初から大きく広めていくことができる。そして京都市の関係するイベントでリユース食器が多く使われることで、他の民間で行われるイベントにおいても宣伝効果、波及効果があると考えた。
二つ目の流れとしては京都市がリユース食器に必要な機材をまとめ一つのパッケージにしたものをイベントや事業などを抱える主催者に貸し出すというものだ。
京都市が市内で行われるイベントに対して宣伝、営業を行っていくという事とともに、そして何度か貸出を行うことで、自らリユース食器を使うことを促し自発的なリユース食器の使用をしてもらう。そのためにもし買い取りをする場合、市のほうから補助金を出すという流れだ。補助金を出し購入する金額の負担を軽減することで、リユース食器の普及がしやすくなると考えた。
　こういったようにこの二点の部分に京都市が行うという役割があると考えている。具体的には、パッケージの作成及び提供、宣伝及び営業活動、リユース食器の管理、主催者団体が食器購入する際の情報提供及び初期投資の補助などがある。今回この政策には市の予算を投入する予定である。
　以上が政策の流れである。また具体的な事業については事業説明のところでより詳しく説明する。
〈施策説明〉
まず私達の考える政策では、京都市はリユース食器やその関連物をまとめたパッケージを作成する。そしてそのまとめられたパッケージをイベントの主催者たちに貸し出す。ここではそのパッケージの内容について説明をしていく。

パッケージの内容としては一つの車を用いて、その車を移動型洗浄車として作成する。そしてその中には、政策のメインであるリユース食器、洗浄機を搭載し、それを一つのパッケージとして貸し出す。以下から具体的に必要なものを述べる。
（政策を施行するにあたって必要なもの）
1 車（洗浄車）
車両：積載量１，５トントラックを使用、AT車・普通免許で運転可能。
（京都市の車で使用できそうなものがあれば経費削減のためそれを使用する。）
その他、ボディ塗装、搭載備品（テーブル、流し台など）、別に車庫/食器消毒保管庫（熱消毒）を設備。 
2 食器について
リユース食器を製作する。

まずリユース食器とは、現在環境問題で推進されている３R（リデュース・リユース・リサイクル）のうちの取り組みの一つである。これは使い捨て容器とは違い、繰り返し洗浄することにより再使用が可能である食器の総称であり、プラスチック製である。そしてその中でも柔軟性に富むポリプロピレンという素材でできている。

また耐熱温度は120℃・耐冷温度は－30℃であり消毒などの衛生上も問題ないとされている。
このリユース食器の種類、各枚数・個数、製作費用は以下の通りである。
· お皿：８,０００枚×８０円＝６４０,０００円 

· カップ：７,５００個×８０円＝６００,０００円  

· コーヒーカップ：１,０００個×８０円＝８０,０００円 
· スプーン（大）：３,０００本×１０円＝３０,０００円  

· スプーン（小）：５００本×１０円＝５，０００円 
· お箸：５,０００膳×１０円＝５０，０００円
（イメージ図）
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（リユース食器ネットワーク引用：http://www.reuse-network.jp/
3 食器洗浄機
食器洗浄機はリユース食器を繰り返し使用するにあたって必要なため車の中に搭載する。
（洗浄機の特徴）
・皿８００枚/時間の洗浄処理能力を持つもの。
・１サイクル（皿１６枚程度）１分１２秒で洗浄することができる。
・８０度の高温ですすぐため自然乾燥する。
・手洗いより極めて高い節水能力を持つ 。
・水道水を昇温するためのブースター（湯沸器）はプロパンガスが必要。
＊この洗浄機を使用するにあたってプロパンガスが必要となる。その点に関しては使用者に対して事前に伝え、使用者持ちで用意してもらう。また京都市からの業者紹介も可とする。また洗浄機に電気が必要なためコードリールを主催者側に用意してもらう。
（＊参考文献をもとに作成をしている。）
4 宣伝
京都市のHPに具体的に政策内容を掲載する。

また政策の流れの所でも説明したように、京都市の管轄地域からもリユース食器の使用を広めていくため、その使用が評判を生み、口コミなどで広がると思われる。
（総経費）約６４０万５千円
· 洗浄車関係諸経費：約５００万円　 

· 食器：製作費→約１４０万５千円 

　　　　
（イメージ図）札幌市の『アラエール号』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ＮＰＯ法人ごみ・環境ビジョン２１HPより）
〈事業説明〉
先ほども述べたように政策の流れとして二つある。
1 都市が管理する地域に対して②営業を通じてリユース食器を広げていく方法だ。
次に事業の説明をする。

まず一つ目の京都市が管理する地域で行われるイベントに対してのリユース食器の使用について説明する。これは京都市の管轄であるという点を活かし、イベントの主催者に場所を提供する代わりにリユース食器の使用を義務付けるという方法である。以下で具体例をあげて説明する。

例1） サンガ フレンズ スクエア、西京極総合運動公園 
→京都市が管理する公園であり京都サンガF.C.のホームグランドである。

京都サンガ、サッカーの試合前にできるブースでのリユース食器の使用。 

例２）CAPフェスタ、梅小路公園 

→京都市が管理する公園。隔年開催であるが、このフェスタ自体の後援に京都市がある。
またこのフェスタにおいて、環境問題に対する意識の向上が問題にあった。このような京都市が管理する地域に対して京都市がリユース食器の使用を求めるという方法になる。

二つ目は営業を通じたリユース食器の使用の拡大である。これは市とは直接関係を持たないイベント団体などが対象となる。最初に市の職員などがリユース食器の使用が見込めるイベントに営業の電話をかけ、市の政策を説明しリユース食器使用を提案する。ここでの目的は、直接貸し出しにつなげるのも重要だがそのような制度の存在を認知してもらう事である。直接的な働きかけによって、別の機会での使用につながる可能性もあるからである。

一般の団体が京都市に貸し出しを申し込む場合は以下の流れとなる。
まず使用者は使用したい旨を京都市に伝え、使いたい日時を予約してもらう。そののち、使用日の前日に京都市まで取りにきてもらい、用意をしてもらう。この時、市が貸し出す内容としては指定された枚数の数の皿などが積まれた車ごと貸し出す。そして実際に使用してもらう。
ここで主催者側の使用の仕方としてはいくつか例がある。例えばリユース食器を確実に回収するためにデポジット制を用いるということがある。デポジット制とは、リユース食器をお客に貸し出す際に100円程度の金銭と交換にお皿を貸す制度で、最後にそのお皿を返還すると、100円が返金されるシステムだ。このような制度を主催者側は使ったりして上手く使用してもらう。しかし基本的には京都市は使用の仕方に対しては強制したりはせず、貸出しのみを行う。そして使用後二日以内に返却してもらう。
これが使用者の流れである。

ここで、この政策のターゲットの具体例として、京都市伏見区にある「京都競馬場」で実施した場合の想定をしてみたい。京都競馬場を例に取り上げた理由としては大きく三つある。
第一に京都市内に施設があること。次に、近年メディアのCMなどで見てもわかるように競馬場が客層を従来の年配男性に加え、女性や若者に幅を広げているため、多様な人に政策の取り組みを感じてもらえるということである。そして最後に、リユース食器を導入するのに必要な条件である「ゲートコントロール」が可能であることである。これにより食器の回収率も高くなると期待されるのである。
　さて、京都競馬場の現状を競馬場へのヒアリングをもとに見てみると、問題分析にもあったように二〇一〇年五月二日に行われた「天皇賞」では、場内に設置されている、紙コップと紙パックで提供される飲料水の自動販売機の売り上げはそれぞれ、8.831個、5.254個であった。これらの販売された後の紙容器は、一部リサイクルされるものの、大半が燃えるゴミとして捨てられている。
　そこで我々が提案する政策を導入すれば、今まで捨てられていた紙コップと紙パックが京都市提供のリユース食器によって、排出されるゴミの量を格段に減量できるのである。リユース食器で飲料水を提供する自動販売機を設置すれば、実際にゴミの削減になるだけでなく、環境に対する人々への関心も高まると考える。そして主催者側が、実際にリユース食器の効果を体験することで、次は市からの補助金を活用して自らリユース食器を導入するという流れにできればと考える。
　これは京都競馬場に政策を導入した場合の一例であり、その他京都市内での施設やイベントにも適用できると考える。
また、リユース食器を使う人への啓蒙方法として、二つ考えている。一つ目がリユース食器の柄である。リユース食器はプラスチックの食器を使うが、そのプラスチックの表面に絵柄を印刷するつもりである。リユースの画像を食器に実際に貼り付けることで、使用者たちは普通の食器との違いを認識することができ、環境に対する行動への一つだと理解することができる。次に二つ目としては、京都市からポスターの配布をするということである。具体的にはポスターにリユース食器の写真やアピール、リユース食器とはどういうものなのか、環境への負荷について載せる。そしてそのポスターを主催者の人たちに配布し、そのイベント会場で貼り、使用者たちに環境への意識を高めようという方法である。
ここでなぜ二つの方法から市民に対して啓発をしようとするのかというと、一つ目の方法だけでは市民に対してのインパクトがあまりなく、ただ普通の食器を使っているように感じる人がいるかもしれないためである。そうならないためにポスターを使用することで、使用者側の意図や、さらに京都市のごみ問題に取り組む意図がより伝わるのではと考えました。そして最終的には京都市を主体としてではなく、市民主体にゴミ問題をはじめとした、環境問題に取り組んでもらいたいと考えている。
またその他の啓蒙方法としては「子ども」をターゲットにする事も可能である。今回の京都競馬を例にするとキッズルーム、ふあふあ風船、緑の広場（ポニー試乗会、イベントステージ）、アスレチック施設など子どもや親子連れを対象とした施設が充実している。つまり子どもの来場者数も多いということにつながる。親の背中を見て子は育つという言葉があるように、親がきちんとリユース食器を使うことで子どもにもそれが当たり前だという認識を植えつけるのである。また、子どもや親子連れを対象とした施設でリユース食器を使った環境教育を行うことで子どもの環境へ対する意識が高まり、子どもから大人へのリユース食器使用への啓蒙にもなるのではないかと考えた。大人から子供へ、また子どもから大人へ環境に対する意識を高めることも期待される。
次に補助金制度について説明したいと思う。

補助金制度とはリユース食器を何度か使用した団体に対して、リユース食器の購入を促す。その時にリユース食器をもし独自に購入をしてもらえるのならば京都市が一定額の割合のお金を補助してあげるという制度である。

私たちの制度においての補助金は
購入金額（リユース食器のみ）×22%分の料金を京都市が補助する。
財源については貸し出し収益の一部から出せばいいと考えた。それをするにあたって貸し出し収益の使途を説明すると二つあり、一つ目がリユース食器などの政策にかけた初期投資の返済、二つ目が補助金制度ということになる。つまりリユース食器の初期投資分を回収したのちの収益は補助金にまわすことができるということである。
（貸出費用）
次に貸出し費用について説明する。
・お皿8,000枚×10円/1枚＝80,000
・カップ7,000個×10円＝75,000
・コーヒーカップ1,000個×10円＝10,000
・スプーン(大)300本×2円＝6,000
・スプーン(小)500本×2円＝1,000
・お箸5,000膳×2 円＝10,000>
 もし全部を貸し出すならば計182,000円のお金と洗浄車代5万円と合わせて232,000円が貸出費用となる。
　この値段設定をした理由は京都市が行うため長期的な視点で初期投資を回収していけると考えたためだ。また食器類に関してはもし毎回全部の食器を貸出したとすれば八回で元が取れる計算にもなる。そのためこの値段設定を行った。
また既存のNPOとの値段比較をしてみると
　　NPO→食器類：1枚20円　スプーン・箸：1本（膳）:10円
　　政策案→食器類：1枚10円　スプーン・箸：1本（膳）2円
このように市としては長期的に取り組むことができるため、より低い価格を設定しようと考えた。

次に具体的に使用するイベントについては以下のように考えている。
イベントが開催されるのは土日が多いこと、洗浄・殺菌等の面から土日二日続けて異なる団体に貸し出すことが不可能であることから、リユース食器を貸し出す機会は多くても週に一回となる。また、市内でイベントが開催される頻度から、
　
・イベント繁盛期（４月／花見、７・８月／夏祭り、１０月／学園祭、１１月／紅葉）
　→1週間に1回
　→月に4回
　→年に20回
・イベント閑散期（その他の月）
　→月に1回
　→年に7回
　→計　年間27回を目標とする。
	４.（政策についての）アピールポイント


この政策のアピールポイントは大きくわけて三つある。
 まず一つ目は、市が関与するイベントや場所で使用できるという点である。市の管轄の公園やイベントなどでリユース食器の使用を義務づける事ができる。また、市が積極的に活動を行う事によって、その他のイベントでもこれらの食器を使用する流れを作り出せる事が期待できる。市を中心にリユース食器使用の基盤を作る事ができると考えている。
 二つ目は市が主体となる事で様々なニーズに応じる事ができるという点である。現在京都でリユース食器の貸出を行っているのはNPOが中心である。しかし、これらのNPOでは貸出枚数に限界がある。例えば１０００枚以上の貸出は相談が必要など、大規模な祭りやイベントに導入するには躊躇する文面が記されている。また、枚数が増えれば増える程主催団体にかかる負担は大きくなる。一見するとリユース食器はコスト面で使い捨て容器より高くなってしまう。しかし、この政策の貸出料金は通常のNPOに比べて格段に安くなっている。これは、より多くの人々に食器を使ってもらいたいという思いが込められているためである。このように市が主体となって行うことによって対応できるイベントの幅が広がると考えられる。 
　三つ目は現行の行政のスタイルを変える事ができるという点である。今までは、行政は政策の告知や宣伝を不特定多数に向けて一方的な発信のみ行ってきた。しかし今回の場合は、京都市がイベントの主催団体に電話等の営業活動によって直接リユース食器の使用を促す働きかけを行う。これによって、既存の行政スタイルを大きく変える事ができるだろう。
　これら三つのアピールポイントに共通する点はリユース食器を「貸し出す」という機能に加え「普及させる」という点に重きを置いている事である。この政策の最終目標としてはイベント団体がこの政策を通して自主的にリユース食器・洗浄機を導入する事である。そのためのノウハウの伝達・初期投資に対する補助を行う事も市が主体だからこそできる事ではないだろうか。
　また、私たちは三位一体となる政策が必要だとも挙げた。この政策は、行政はリユース食器のパッケージを作り業者に営業活動を行う。また、比較的安価でかつ枚数も様々なニーズに対応できるため、イベント主催者が利用しやすい状態で提供する事が可能である。そして業者はそのリユース食器を使用する事で、使い捨て食器によって出るごみを削減する事ができる。また、積極的にリユース食器を使用する事によりイベント参加者に対してリユース食器の認知度を上昇させる手助けとなる。最後にイベントの参加者は、このリユース食器を使用する事により彼らが使用するはずだった使い捨て容器の削減をする事ができる。また、このリユース食器は使用してもらわなければ政策の意味がない。彼らが使用してくれる事によって初めて、この政策が完成すると言えるだろう。このように、この政策はどこか一か所が欠けていては成立しないのである。このような三位一体となる政策は既存のものにはない新しいタイプの政策と言えるだろう。だからこそ、我々はこの政策を提案する。
	５.終わりに


☆チーム紹介★
リーダー・たる（ツンデレ）
メンバー・ねごろさん（絶大な安定感と重低音ボイス）、はじめちゃん（ピーナッツ）、ちっぴぃ（福岡ったい）、まゆかちゃん（しゃちほこみゃー）、かなこちゃん（宝塚でんがな）、れみ（沖縄人どすえ）
政策学部に入学したての一回生の頃はいつか自分たちがANDASに出るなんて夢にも思っていませんでした。しかし、「政策立案工房」を掲げている風間ゼミに入り、政策立案の難しさを知り、ドＳの風間先生にハードにしごかれながら約八カ月頑張ってきました！！そして昔の私たちには出場するなんて考えられなかったANDASへのきっかけをいただきました。政策立案の厳しさを痛感しながらチームで一丸とんなってANDASに取り組んできました。夜中にみんなでスカイプしたことは忘れません☆よろしくお願いします♪
○〈参考文献・URL〉
・H21、京都市事務事業評価、施策1311から1313まで

http://www.city.kyoto.jp/somu/gyokaku/hyouka/siryo/h21/02shiryo2.pdf
・地域環境デザイン研究所ecotone
http://www.ecotone.jp/
・札幌移動食器洗浄車「アラエール号」
http://www2u.biglobe.ne.jp/~GOMIKAN/sun3/sun40c.htm
・NPOスペースふう

http://www.spacefuu.net/reuseinfo.html 
・サンガ フレンズ スクエア＠西京極総合運動公園 

http://www.sanga-fc.jp/game/sanga_friendssquare/
・CAPフェスタ＠梅小路公園 

http://www.chuokai-kyoto.or.jp/~cap/capfesta.html







＜図４、政策の大まかな流れ＞


京都市がパッケージ（リユース食器などの政策）を作成


　　　　　　　　　　　　


HPなどを使って宣伝開始











京都市管轄の地域で行われる　　　　　②各イベント主催者に対し営業


イベントに対しての促進　　　　　　　　　（競馬場、お祭り、学祭など）





　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　継続使用を促す


　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催者が購入するよう促進


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（行政は補助金を出す。）








＜図５、政策、使用者の流れ＞
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